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はじめに

人工知能 (AI、ArtificialIntelligence)先進国であるアメリカでは、すでに

A 1ブームは去り反省期にきていると言われている。一方ではA1ツールを供

給している有力メーカーが倒産したニュースが飛び込んでくるかと思えば、他

方では各産業分野に地味だが着実にエキスパートシステム導入が進んでいる。

日本の事情も同様で、 A1がもたらすバラ色の未来社会をうたった「啓蒙書」

が次々と出版された頃とは打って変わって、 A1に対する過剰期待をいましめ

る書籍がいくつか出版された。 A1に対する過剰期待が、冷静な選択する目に

変わってきたのである。

A 1がソフトウェアに対する万能薬であるといった期待がなくなると同時に、

適用分野と適用方法さえ誤らなければ、 A1は問題を解決するための強力な武

器になることも分かつてきている。こうした背景の中では、現在自分が抱えて

いる問題を解決するのに、どんなA1の手法を利用できるのかを選び出せる目

が必要になってくる。

この本は、そういった「冷静な選択する目」を養うために、 A1手法の有効

性と限界について、実際のインプリメントを通して考察している。この本は以

下のような目的を持った読者を対象としている。

① Prologによる AIシステムの構築法を学びたい

AI手法の概説、プログラムリストおよびアルゴリズムに関する解説の部

分を参照。

② AI 手法がどんな領域に適用できるかを評価したい

AI手法の概説、システムの実行例、工数や実行スピードの評価の部分を

参照。

実際の動作をできるだけ多くの人に体験してもらえるように全てのプログ

ラムは、 Prolog-KABAというパソコン上の処理系でインプリメントしてい

る。プログラムについては本文中に詳細なコメントをつけてあるので、他の












